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 (1) 子どもの発達と身体表現に関する知識と技術 
 (2) 見立てやごっこ遊び、劇遊び、運動遊び等にみる子どもの経験と保育の環境 
 (3) 子どもの経験や様々な表現活動と身体表現とを結びつける遊びの展開 
２．音楽表現に関する知識や技術 
 (1) 子どもの発達と音楽表現に関する知識と技術 
 (2) 身近な自然やものの音や音色、人の声や音楽等に親しむ経験と保育の環境 
 (3) 子どもの経験や様々な表現活動と音楽表現とを結びつける遊びの展開 
３．造形表現に関する知識や技術 
 (1) 子どもの発達と造形表現に関する知識と技術 
 (2) 身近な自然やものの色や形、感触やイメージ等に親しむ経験と保育の環境 
 (3) 子どもの経験や様々な表現活動と造形表現とを結びつける遊びの展開 
４．児童文化財の活用と展開に関する知識や技術（言語表現等に関する知識や技術） 
 (1) 子どもの発達と絵本、紙芝居、人形劇、ストーリーテリング等に関する知識と技術 
 (2) 子ども自らが児童文化財に触れ、親しみ関わる保育の環境 
 (3) 子どもの経験や様々な表現活動と児童文化財とを結びつける遊びの展開 
５．教材等の活用及び作成と保育の展開 
 (1) 様々な遊具や用具・素材や教材等の特性の理解と活用及び作成 

























































































































































   
表１ 保育内容（総合表現）のシラバス 






2 音楽づくり 音楽づくりの実践 
3 音楽づくり 音楽づくりの実践 
4 音楽づくり 全体としての統一と楽器編成など。 
5 身体表現 登場人物のキヤラクター。身体表現のイメージづくり。 
6 身体表現 身体表現の実践。 
7 身体表現 身体表現の実践。 




10 造形表現 役割に応じた実践 
11 造形表現 役割に応じた実践 
12 造形表現 役割に応じた実践 
13 総合表現 ステージ上で、すべての表現を同時に実践し、統括する。 
14 総合表現 ステージ上で，すべての表現を同時に実践し、統括する。 
15 発表 第３者の前で発表する。反省と考察。 




















































大項目 番号 小項目 件 
件数
合計 
1 仲間全員が意見を出し合うこと 12 
2 みんなが作り上げる満足感 8 
3 時間の無い中でもできた 6 
4 協力することの難しさ 5 
5 得意分野が解りそれぞれが活躍 5 
6 協力の素晴らしさ・楽しさ 4 
7 役割分担の大切さ 4 
8 苦手なものも克服できた 2 
9 感謝の気持ちを持つ 1 
Ａ人間関係 
10 思いやりのこころが大切である 1 
48 
11 一つのことを仕上げる達成感 6 
12 恥ずかしさを捨てられる 3 
13 練習する必要性 2 
14 対話力の必要性 2 
15 授業以外の努力 2 
16 一人でできないことでも皆だとできる 2 
17 なりきることの大切さ 1 
18 子どもについて学べた 1 
19 準備の大切さがわかる 1 
20 団結力 1 
21 貴重な集団学習の経験 1 
Ｂ個人に帰す 
 る効果 
22 新しい友人ができる 1 
23 
23 他の者の表現を見ることの大切さ 6 
24 表現することの楽しさ 5 
25 表現の方法が色々あることが解る 4 
26 想像以上の豊かなものができる 2 
27 準備も含めて総合表現 2 
Ｃ総合表現の 
 有効性 
28 創造する楽しさ 1 
20 
29 思いをどのように伝えるか 8 
30 見た者がどのように受け取るのか 4 Ｄ伝え方 
31 両方が楽しむ 1 
13 
32 表現の難しさを知った 7 
33 保育士になってから活かせる 2 
34 次回に活かすアイデアができる 1 
Ｅこれから役 
 に立つこと 
35 これからの人生に役立つ 1 
11 
 74 
36 音楽・身体表現・造形表現・台詞のコラボの可能性と効果 4 
37 造形・音楽・身体表現が表現に役立つ 1 
38 ストーリーの流れに合った音楽が必要 1 
39 音楽・ダンス・台詞を入れる難しさを知った 1 
40 ３つの順序 1 
41 表情の大切さを学んだ 1 
Ｆ各表現方法 
 について 
42 小道具・衣装を作るということ 1 
10 
43 演技力・全力で 2 
Ｇその他 


















大項目 番号 小項目 件 
件数
合計 
1 それぞれの方法を工夫した 28 
2 身体表現が難しかった、もっと工夫したい 9 
3 音楽が難しかった、がんばりたい 6 
4 造形には時間をかけられなかった 5 
5 造形はうまくできた 4 
6 身体表現はできた 4 
7 音楽は状況に合わせて作れた 4 
8 一人ひとりの特性を各方法で実践した 1 
Ａ各表現方法 
 について 
9 ナレーションをいれるべきだった 1 
62 
 75 
10 総合的であるのでよりよい作品ができた 9 
11 皆で協力して作り上げた 5 
12 後からアイデアがわいてきた 3 




14 全て一から自分たちで作った 1 
20 
15 練習する時間を経過するに従い上手くなる 4 
16 時間は厳しかったがやり繰りした 1 
Ｃ時間の経過 
 に関するも 



































































































































































































































































































[18] 熊野純彦『メルロ＝ポンテイ 哲学者は詩人でありうるか？』ＮＨＫ出版，p.68，2005年． 
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